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Storage VM 管理

Storage VMを別のFSx for ONTAPファイルシステムにレプリケ
ートする

ストレージVMを別のFSx for ONTAPファイルシステムにレプリケートすることで、デー
タ損失時のデータアクセスを保護することができます。この処理では、あるStorage VM

内のすべてのボリュームが別のFSx for ONTAPファイルシステムにレプリケートされま
す。

開始する前に

Storage VMを別のFSx for ONTAPファイルシステムにレプリケートするには、次の作業が必要です "リンクの
関連付け"。既存のリンクがない場合は、 "リンクの作成"を参照してください。ファイルシステムにリンクを
関連付けるには、[アカウント名]*の[リンクの関連付け]*をクリックします。リンクが関連付けられたら、この
操作に戻ります。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、レプリケートするStorage VMがあるファイルシステムの3つのドットメニューを
選択し、[管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[Storage VMs]*タブを選択します。

5. [Storage VM]タブで、SVMをレプリケートするStorage VMの3つのドットメニューを選択します。

6. [Storage VMのレプリケート]*を選択します。

7. [Create replication]ページの[Replication target]で、次の情報を指定します。

a. * FSx for ONTAPファイルシステム*：対象となるFSx for ONTAPファイルシステムのクレデンシャ
ル、リージョン、FSx for ONTAPファイルシステム名を選択します。

b. * Storage VM名*：ドロップダウンメニューからStorage VMを選択します。

c. ボリューム名：ターゲットボリューム名は次の形式で自動的に生成されます

{OriginalVolumeName}_copy。

d. 階層化ポリシー：ターゲットボリュームに格納されているデータの階層化ポリシーを選択します。

_Auto_は、Workload Factory FSx for ONTAPユーザインターフェイスを使用してボリュームを作成す
る場合のデフォルトの階層化ポリシーです。ボリューム階層化ポリシーの詳細については、AWS FSx

for NetApp ONTAPドキュメントのを参照してください "ボリュームのストレージ容量"。

e. 最大転送速度：* Limited *を選択し、最大転送速度をMB/秒単位で入力します。または、*無制限*を選
択します。

制限がないと、ネットワークとアプリケーションのパフォーマンスが低下する可能性があります。ま
た、FSx for ONTAPファイルシステムは、主にディザスタリカバリに使用されるワークロードなど、
重要なワークロードには無制限の転送速度を推奨します。

8. [Replication settings]で、次の情報を指定します。
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a. レプリケーション間隔：ソースボリュームからターゲットボリュームにSnapshotを転送する頻度を選
択します。

b. 長期保存：オプションで、長期保存用のスナップショットを有効にします。

長期保持を有効にする場合は、既存のポリシーを選択するか、新しいポリシーを作成して、レプリケ
ートするSnapshotと保持する数を定義します。

i. [Choose an existing policy]*で、ドロップダウンメニューから既存のポリシーを選択します。

ii. [新しいポリシーを作成する]*に、次の情報を入力します。

A. ポリシー名：ポリシー名を入力します。

B. * Snapshotポリシー*：表で、Snapshotポリシーの頻度と保持するコピーの数を選択しま
す。Snapshotポリシーは複数選択できます。

9. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

Storage VM内のすべてのボリュームがターゲットファイルシステムにレプリケートされます。

Storage VMのActive Directoryの設定と更新

FSx for ONTAPファイルシステムでStorage VMのActive Directoryを設定および更新しま
す。

タスクの内容

Storage VMのActive Directoryの設定と更新も同じ手順です。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、更新するStorage VMがあるファイルシステムの3つのドットメニューを選択
し、[管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[Storage VMs]*タブを選択します。

5. [Storage VM]タブで、Active Directoryを設定するStorage VMの3つのドットメニューを選択します。

6. [AD構成の管理]*を選択します。

7. [Manage AD configuration]ページで、次の情報を指定します。

a. 参加するActive Directoryドメイン: Active Directoryの完全修飾ドメイン名(FQDN)を入力します。

b. * DNS IPアドレス*：IPアドレスを3つまでカンマで区切って入力します。

c. * SMBサーバのNetBIOS名*：Storage VM用に作成するActive Directoryコンピュータオブジェクト
のSMBサーバのNetBIOS名を入力します。Active Directory内のこのSVMの名前を指定します。

d. ユーザー名：既存のActive Directory内のサービスアカウントのユーザー名を入力します。

ドメインのプレフィックスまたはサフィックスは含めないでください。の場合は EXAMPLE\ADMIN、
を使用し `ADMIN`ます。
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e. パスワード：サービスアカウントのパスワードを入力します。

f. 組織単位（OU）：組織単位を入力します。

OUは、ファイルシステムに参加する組織単位の識別パス名です。

g. 委任された管理者グループ：必要に応じて、委任されたファイルシステム管理者グループを入力しま
す。

Deleted Administratorsグループは、ファイルシステムを管理できるActive Directory内のグループの名
前です。

AWS Managed Microsoft ADを使用している場合は、AWS Delegated FSx Administrators、AWS

Delegated Administratorsなどのグループ、またはOUに権限を委譲されたカスタムグループを指定す
る必要があります。

自己管理型ADに参加する場合は、AD内のグループ名を使用します。デフォルトのグループはです

Domain Admins。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

Storage VMタグの編集

タグは、リソースを分類するのに役立ちます。Storage VMのタグはいつでも追加、編
集、削除できます。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、更新するStorage VMがあるファイルシステムの3つのドットメニューを選択
し、[管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[Storage VMs]*タブを選択します。

5. [Storage VM]タブで、タグを編集するStorage VMの3つのドットメニューを選択します。

6. [Storage VMタグの編集]*を選択します。

7. [Storage VMタグの編集]ページで、タグを追加、編集、または削除します。

Storage VMに適用できるタグの最大数は50です。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

Storage VMを削除します

不要になったStorage VM（SVM）をFSx for ONTAPファイルシステム構成から削除す
る。

開始する前に

Storage VMを削除する前に、次の点を確認してください。

3

https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/
https://console.workloads.netapp.com/


• SVM内のデータにアプリケーションがアクセスしていないことを確認します。

• SVMに接続されているルート以外のボリュームをすべて削除します。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. [FSx for ONTAP ]タブで、更新するファイルシステムの3つのドットメニューをクリックし、[管理]*を選択
します。

4. ファイルシステムの概要で、*[Storage VMs]*タブを選択します。

5. [Storage VM]タブで、Active Directoryを設定するStorage VMの3つのドットメニューを選択します。

6. [Storage VMの削除]*を選択します。

7. [Delete Storage VM]ダイアログで、「delete」と入力してStorage VMを削除します。

8. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。
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